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いるか聴き取れなくても、人形の動き・太夫の語り・三味線の音色に感動を覚えことも出来よう。幾度となく観た演目について、かつての舞台と比較しながら芸を堪能することも出来よう。あるいは、筋の展開を楽しむことも出来よう。特に文楽の場合、 「その台本・脚本で 浄瑠璃本は日本国中に伝播流通した、ほとんど唯一 近世文学書であ」 （神津二〇〇九、 三頁）り 「浄瑠璃本は、読み物としても流通し」 （同）ており、戯曲作品として鑑賞することもあながち邪道とは言い切れまい。
　文楽作品は、時代物と世話物、そして景事に大きく分類される。時代物は「江
戸時代以前の 語の世界 題材 とった浄瑠璃」 （日本芸術文化振興会国立劇場調査養成部（編）二〇〇八、 三百二十頁） 、世話物 「江戸時代の市井の事件を脚色したもの」 （同） 、 そして景事は「一幕物の舞踊劇 同、 三百二十一頁）である。
　時代物の場合、全体の筋が分かる形での「通し」での上演は今日では稀で、













ろう。筆者はこれらの要因に加えて、 「時代物はパロディーであるが、現代人は元ネタを ら 」という仮説を提唱したい。
　時代物は、先にも述べたように、 「江戸時代以前の物語の世界に題材をとった




大河ドラマは戦国時代を舞台にするときに視聴率がいいと言われる。現代の日本人にとって、信長・秀吉・家康 まつわる物語は周知の事実である。であるからこそ、 「新解釈」や「サイドストーリ」を楽しむことができる。しかしながら、なじみのない時代を舞台にされると、本来大前提であるべき人間関係すら消化不良のまま物語が進行し いくことになる。平成二十四年（二〇一二）の大河ドラマ『平清盛』の低迷は、あるいはそれが一因かも知れない。
　パロディーの元ネタという考え方は、特に歌舞伎について言われてきた「世


































文楽作品に題材を与えていると思われる事件及び重要な事件、並びに重要な史実について、末尾の年表にまとめたので、詳細はそちらを参照されたい。なお、史実については福田・関（編） （二〇〇六） （以下、 『源平合戦事典』 ）及び髙橋（二〇〇九）を主に参照した。（２） 『平家物語』


























































でも特に流布本や『源平盛衰記』に何らかの形で接する機会が多かったと考えることはできるのではなかろうか」 （十三頁）として、 「本書では平家物語のテキストとして原則的に流布本と『源平盛衰記』を用いることとした」 （同）としている。
　本稿も右の方針を踏襲すべきであったが、筆者の力量不足から、 『源平盛衰記』
を実見することは断念せざるを得なかった。また、流布本は手元に用意したものの、現代語訳及び注釈の利用可能性を考慮し、流布本と覚一本とはそれほど大きな相違はないことからも、 東京大学国語研究室所蔵の通称高野本（覚一別本）を底本とする市古（校注・訳） （一九九四ａ）及び（一九九四ｂ） （以下、 『平家物語①』及び『平家物語②』 ）を底本とした。大方の批判を甘受したい。
　『平家物語』の内容を一言で言うと、周知の通り、平家の興隆から滅亡までの


























の対陣（同年十月二十三日） 、都帰り（同年十二月二日） 、清盛病死（治承五年（一一八一）閏二月四日） 、 倶利伽羅峠の合戦（寿永二年（一一八三）五月十一日） 、篠原合戦（同月二十一日） 、平家都落ち（同年七月二 五日）と、源平の合戦が開始され、義仲に追われる平家がついに都落ちするまでの時期である。
　第四期。寿永二年（一一八三）七月二十八日頃から寿永三年（一一八四）一















八島（屋島）の合戦（寿永四年／元暦二 （一一八五） ） 、壇ノ浦の合戦（同年三月二十四日）と、主に義経 活躍でついに平家が滅亡するまでの時期である。
　第六期。元暦二年（一一八五）三月二十五日以降。頼朝による義経の鎌倉入







































べてやや簡略な田中本をうけな ら義経の北国落ちを詳しくし、在地の語りを思わせるむごさと笑いの色 濃くする『 物語』系との二系列に分かれる」（二百九十五頁） 。














































































































れる。具体的には、義経が平時忠の娘を妻と たこと、鎌倉に赴くも腰越に留め置かれて頼朝と対面できなかったこと、京に戻っ 後 頼朝の命を受けた土佐坊正尊の夜討ちにあったこと、静を連れて都 出たこと、船で九州 行こうとして大物浦で暴風雨 逢い、いったん吉野に逃れた 、佐藤忠信に身代わりとして姓名を与えたこと、 などが描かれる。 れらのエピソードは『平家物語』と重複しつつ一部相違す（４） 『平治物語』
　「 （２） 『平家物語』 」でも述べたよう 、保元の乱及び平治の乱を経て平家は




れる」 （ 『源平合戦事典』三百七頁） 。
　本稿では、 『平治物語』も「パロディーの元ネタ」と見なし、柳瀬ほか（校注・








































か（校注・訳） （二〇〇〇）所収の阪口弘之の校注・訳を底本 た（以下、単に『平家女護島』と記す場合はこの底本を指す） 。
　底本の梗概によると、第 （六波羅清盛館の場／六条河原 場／六波羅清盛

















































清盛を取 殺すと うパロディー 物語はクライマックスを迎える。
　また、平治の乱の翌年（永暦元年（一一六〇） ） 、平家 家臣の
弥やへいびやうゑむねきよ
兵兵衛宗清


































































（４） 『御所桜堀川夜討』　元文二年 （一七三七） 一月二十八日、 竹本座初演。 作者文耕堂・三好松洛。 宮本 （校訂代表） （一九九五）所収の黒石陽子の校訂を底本とした（以下、単に『御所桜堀川夜討』と記す場合はこ 底本を指す） 。
　底本の場割によると、第一（大序 　鎌倉問注所／中 　石部宿本陣／切口 　堀































の武将に注意を促している。また、都に護送されてから、頼朝に見られてらない手紙を取り戻すために娘（名前は知られない） 義経に嫁がせた 、義経は手紙の入れ物の封も解かずに返却し 中身は何であったかと世間が噂をし、この話を聞いて頼朝は義経に不審を抱い などと『平家物語』 はある。以上のエピソードを元ネタとして、時忠 に
卿きやう
の君という名前を与え、義経















































浅田可啓・竹田小出雲・千前軒。祐田善雄「竹田出雲の襲名と作品」 （国立劇場芸能調査室（編） （一九八六）に再録）によれば、竹田小出雲は二代目出雲であり、千前軒は元祖出雲である。乙葉（校注 所収を底本とした（以下、単に『ひらかな盛衰記』と記す場合はこの底本を指す） 。
　国立劇場芸能調査室（編） （一九八六）所収の梗概によると、初段（大序 　射








































































































































源氏に帰参する め、長女お筆を義朝の甥義仲 、次女千鳥を義朝の長男頼朝の家臣梶原に、それぞ 奉公させていたというパロディー 描かれる。お筆は義仲 遺児駒若を連れて逃げるが、途中ではぐれてしまい 父も討た 千鳥は梶原家の長男源太景季と恋仲である。紆余曲折あって、お筆と千鳥は父の敵を討ち、駒若は義経 託さ 大団円とな（６） 『義経千本桜』
　延享四年（一七四七）十一月十六日、竹本座初演。作者竹田出雲・三好松洛・
並木千柳。この出雲は二代目であり、並木千柳は豊竹座の並木宗輔の竹本座における名称である。角田・内山（校注） （一九九一）所収を底本とした（以下単に『義経千本桜』と記す場合はこの底本を指す） 。
　国立劇場芸能調査室（編） （一九八六）所収の梗概によると、 段（大序 　仙

























































































によると、吉野山中に逃れた義経は足手まといとなる静と別れる際、後白河院から賜った初音の鼓を与えている。さらに義経が吉野から逃れる際、忠信はしんがりとして残っ 戦うと申し出て、 より太刀 清和源氏の御号と鎧 兜
山　本　英　司 （0）
を賜り、義経の身代わりとして川つらの法眼や横川の禅師覚範ら吉野の衆徒と戦っている。以上 エピソードを元ネタとして、初音の鼓を賜ったことが義経が頼朝の不審を蒙る一因となり、京 立ち退く際に静に初音 鼓を与えて別れ、静を預けた忠信は実は狐であり、狐は初音の鼓と深い因縁がある、とい パロディー 描かれる。






































































































るが、この予備知識はむしろ不要であろう。と言うのも、 『源平布引滝』においては、義賢が討たれたの 平治の乱の翌年、平家方によってであると二段目切で描かれ 「久寿二年（一一五二）に義賢は死ん おらず、実は平治二年または永暦元年
二二
（一一六〇）まで生き延びていた」とか「義賢を襲ったのは義












































































































































であり、孫に手柄を立てさせ ため自 討たれる」と うくだりだけはパロディーらしいパロディーであるが、これが『源平布引滝』の眼目であると言うのは躊躇を覚える。
　『平家物語』等から多数のエピソードを利用しながらそれらの予備知識が、換
骨奪胎の妙などは別として、筋の理解にほとんど不必要であるという意味において、 『源平布引滝』はパロディーとしてはかなり特異な例と言えよ 。（８） 『一谷嫩軍記』
　宝暦元年（一七五一）十二月十一日、豊竹座初演。作者浅田一鳥・浪岡鯨児・
並木正三・難波三蔵・豊竹甚六・並木宗輔。 「宗輔が本曲の三段目までを作って死んだので四段目以下を浅田一鳥等が追加して五段に纏めたものであると伝えられる」 （国立劇場芸能調査室 九八八、 四百九十八頁） 。祐田（校注） （一九六五）を底本としたが 以下、単に『一谷嫩軍記』と記す場合 この底本を指す） 、本文として収録されているのは三段目切の「熊谷陣屋の段」だけで、しかも
正しょう
本ほん
ではなく床本を底本としており 補注においてそれ以外 場の断片が収録されているに過ぎない。本来であれば浄瑠璃本または戦前の翻刻書を底本とすべきであるが、筆者の力量不足から、前記及び国立劇場芸能調査室（編） （一九八八）所収の梗概によって内容を把握 。大方 批判を甘受したい。
山　本　英　司 （）
　前記梗概によると、初段（大序 　堀川御所の段／中 　北野天満宮境内の段／





























































































ち取った際に功のあった従者は実は平家方で返り討ちを狙って たところ、間違って忠度の腕を斬って まったのであった」というものがある。源平合戦終結後成立した勅撰和歌集 『千載集』 「読人知らず」 して歌が載せられ 忠度が、一の谷の合戦で六弥太と対戦し、一度は優勢に立 が六弥太の従者に右腕を斬られ、今はこれまでと念仏 唱えるうち六弥太 首を討たれる。以上のエピソードを元ネタとして、 は実は『千載集』へ 入選 忠度に伝える使を義経に命じられた のパロディーが大序で描かれ 使者の役目を終えた後、戦場での再会を約して別れたとのパロディーが二段目切で描かれ、六弥太の旗持ちとして六弥太の窮地を救って忠度の腕を斬った太五平は実は元来平家方 、返り討 をするつもりで六弥太の家来になったが誤って忠度の方の腕を斬っしまったと種明かしをするパロディーが四段目切で描かれる。
　五段目では、平家滅亡後、頼朝と義経の離反を企む佞人として平時忠と平山
が脚色され、六弥太が平山の首を刎ねた後 義経が時忠を殺そうとする ころ出家した熊谷蓮生坊が時忠 預かり、頼朝・義経は取り戻した三種の神器を守護して都に上り、大団円となる。四 　おわりに
　以上、現代の観客にとっての時代物の分かりにくさの一因として「時代物は
パロディーであるが、 現代人は元ネタを知ら い」との仮説を提唱した上で、 『平家物語』等を元ネタとする文楽作品について、パロディー しての見どころ解説するという形で仮説の検証を試みた。本稿の内容そのものは専門家にとっ
パロディーとしての時代物　−平家物語と文楽−（3）
て周知の事柄ばかりであろうが、このような形でまとめられた本稿を読んだ非専門家の観客に「なるほどそういう話だったのか、やっ 分かっ 」と言ってもらえたとしたら、前記の仮説は裏付けられることとなろう。少なくとも筆者自身は、本稿を執筆する過程でようやく筋 理解できるようになったものである。
　ただし、時代物をパロディーとして楽しむというのはあくまでも楽しみ方の



















」 （服部（編）一九七四、 一頁）として、 「狂
言作者たちの要求に応えて作成され、各時代の作者たちの間で珍重されて伝わったのが、すなわち『世界綱目』であ」 （同）る。
三　伊藤（二〇一一）によると、 「最新の研究成果では、 義太夫節の浄瑠璃作品（浄
瑠璃の全段を収めた丸本 残る作品）は全体 大体六百三十 とされている」（ｘ頁）ところ、 「筆者の数えたところ、この間［山本注：近松門左衛門が竹本義太夫のために『出世景清』を書き下ろした貞享二年以降、寛政年間ありまで］に初演された源平物は約百十作」 （同 であり、 同書末尾 「附録 　『平家物語』関連浄瑠璃一覧」には、読本浄瑠璃・写本五作を含め、九十七作が挙げられている。また、 『世界綱目』の「平家物語」の の「義太夫 として十三作が挙げられており 関連して「保元物語」には五 、 「平治物語」には五作、 「頼政」には四作、 「伊豆日記」に 十作、 「木曾」に 七作 「義経記」には三十 （朱書のある「堀川浪の鼓」を除く） 、 「源 軍並に頼朝治世」には三十五作、それぞれ 世界の「 」として挙げられている。
四　伊藤（二〇一一）は、 「主に平家物語に取材している浄瑠璃作品の検討では
























　正確に言うと、特に平家に忠勤を尽くして るわけでは く 何も考えず遊興にうつつを抜かしている（と世間に見せ け いる） 。
一二










　本稿における浄瑠璃の底本からの引用 あたっては、文字譜は省略し、振り仮名は（ ） 〈 　〉等の記号を省略し、捨て仮名 本 と同じ大きさ 記し、漢字は通行の字体に改め こととした。
一六









































































　ただし、篠原合戦で手塚に討たれることが 実は義仲誕生の日に遡っての以前からの実盛と手塚との間の約束であったということ 、予備知識を持つ観客に対して 「元ネタに対するパロディー」 しての効果を有すると言えよう。
二九















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参考文献一覧市古貞次（校注・訳） （一九九四ａ） 『平家物語①』 （新編日本古典文学全集
4）小学館、
一九九四年六月。










乙葉弘（校注） （一九六〇） 『浄瑠璃集上』 （日本古典文学大系
）岩波書店、 一九六〇年六月。
梶原正昭（校注・訳） （二〇〇 ） 『義経記』 （新編日本古典文学全集
）小学館、
二〇〇〇年一月。
義太夫節正本刊行会 （編） （二〇 七 『鬼一法眼三略巻』 義太夫節浄瑠璃未翻刻作品集成⑨）
玉川大学出版部、二〇〇七年五月。
神津武男（二〇〇九） 『浄瑠璃本史研究 　近松・義太夫から昭和の 楽まで』八木書店、
二〇〇九年二月。
国立劇場芸能調査室 編） （一九八六） 『浄瑠璃作品要説〈４〉竹田出雲篇』国立劇場、
一九八六年二月。






髙橋昌明 （二〇〇九） 『平家の群像 　物語から史実へ』 （岩波新書） 岩波書店、 九年十月。角田一郎・内山美樹子（校注） （一九九一） 『竹田出雲並木宗輔浄瑠璃集』 新日本古典文
学大系
3）岩波書店、一九九一年三月。
鶴見誠（校注） （一九五九） 『浄瑠璃集下』 （日本古典文学大系
）岩波書店、 一九五九年六月。
鳥越文蔵ほか （校注・訳） （二〇〇〇） 『近松門左衛門集③』 （新編日本古典文学全集
） 小学館、
二〇〇〇年十月。
日本芸術文化振興会国立劇場調査養成部（編） （二〇〇八） 『日本の伝統芸能講座 　音楽』
淡交社、二〇〇八年三月。
日本芸術文化振興会国立劇場調査養成部（編） （二〇〇九） 『日本の伝統芸能講座 　舞踊・
演劇』淡交社、二〇〇九年二月。








福田豊彦・関幸彦（編） （二〇〇六） 『源平合戦事典』吉川弘文館、二 〇六年十二月。宮本瑞夫（校訂代表） 一九九五） 『竹本座浄瑠璃集［二］ 』 （叢書江戸文庫
3）国書刊行会、
一九九五年十二月。
柳瀬喜代志ほか（校注・訳） （二〇〇二） 『将門記 　陸奥話記 　保元物語 　平治物語』 （新
編日本古典文学全集
4）小学館、二〇〇二年二月。
祐田善雄（校注） （一九六五） 『文楽浄瑠璃集』 （日本古典文学大系
）岩波書店、
一九六五年四月。
